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（このニュースレターに関する皆様からのご意見・ご感想などをお寄せいただければ幸いです。） 

 ご挨拶 

 

なしではいられない夜が続きます。夏風邪には十分ご注意ください。 

 

 それぞれの未来デザイン 

現在、御年92歳の女性患者さんに、初めてお会いしたのが10年前（2007年）。

歩いて買い物に出かけ家事をこなし、趣味を楽しむ。いつも身綺麗にされていて

お元気そのもの。それでも「いつまで元気でいられるか･･･」と謙遜されていま

した。保険診療時代の当院が作製した最後の「保険の入れ歯」を、とても大事に

されてはいたものの、患者さんは不都合な点ができれば来院されるということが

ほとんどで、定期的な管理は全く行えておりませんでした。 

 ６年前のある日、神妙な面持ちでご来院され「やはり保険の材料の入れ歯では

心許ないので、良い入れ歯を作ってもらいたい」と決心されたのが86歳のとき。

既に当院は自由診療専門の歯科医院に移行しておりましたが、上下共にチタン製

の金属構造体が主体の「部分入れ歯」を作製しました。当時ことのほかお喜びに

なられたのを覚えています。 

 その後も、街を元気に歩いておられるお姿を時々拝見しておりましたが、ここ

１年ほどお見かけしないな･･･と思っていたところに、ご家族からご相談を受け

ました。「上に１本だけ残っていた歯がグラグラして、上の入れ歯を入れること

が難しくなっているようです。入れ歯を作り替えないといけないのでしょうか？」 

 

「元々入れ歯の本体がしっかりしていますから、作り替える必要はありません。

人工の歯を増す修理を行って、総入れ歯の形にいたします。」とお伝えすると、

「立派な入れ歯を入れていたのも知らず、初めて見て驚きました。修理できるの

なら良かったです。」とご通院が始まりました。以前と変わらぬご様子、足取り 

 

も軽やかに診察室に入ってこられましたが、ご家族からは「軽度の認知症と診断

されて、最近週３回デイサービスでお世話になっています。恥ずかしい話です

が･･･今回の歯の件も、私共は全く気付かず、施設の方に教えてもらいました。

だって、ご飯は変わらずモリモリ残さず食べているし、イカの刺身だってタコだ

って普通に食べているから、具合が悪いなんて本当に思いもしなかったのです。」 

きっとグラグラの歯も、上手く入れ歯に収めてしまえば固定化されて、お食事

が出来ておられたのでしょう。そのとき、患者さんが以前通院中に話されていた

ことを、ふと思い出しました。 

 
「これからいつ身体が不自由になるか分からないけれど、私は常々家族に面倒

を掛けるようになったら、遠慮せず施設に入れて欲しいと言っています。その時、

厄介な入れ歯を持っていたら、家族も介護する人も困るでしょう。だから、先に

良い入れ歯を作って準備しておくんです。」 

 

 お知らせ 

 

 

＊当院では【 8 月 11 日（祝）～ 8 月 17 日（木） 】まで夏季休診いたします。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

暑中お見舞い申し上げます。炎暑厳しい夏ですが、皆様お変わ

りございませんか？今年も例年以上の暑さが続くとか･･･一日も

早い涼風そよぐ日の到来を待ち望んでしまいますね。冷房の助け 

 

このたび、院長の想いを「動画」という形にして表現

しました。これをご覧になられ、少しでも希望を持って

いただける方がいらっしゃいましたら幸いです。 

 

◆当院ホームページで、動画をご覧になれます。 

コチラからご覧ください。→ http://iwaishika.com 

→ https://vimeo.com/223081204 （vimeo ではコチラ） 

→ https://youtu.be/oqKiHId-iIk （You tube ではコチラ) 

https://vimeo.com/223081204
https://youtu.be/oqKiHId-iIk

